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令和５年度 市政に関する意識調査

「福岡市の住みやすさ」「防災への意識」「男女共同参画社会」について調査しました　

～福岡市は市民100人のうち～

「福岡市のことが
好き」で

99人が
「福岡市は
住みやすい」

と感じ

98人が
「福岡市に

住み続けたい」
と願い

95人が
「自然災害の
少なさに満足」

しています

80人が

「Well-being」とは、身体的・精神的・社会的に良好な状態であることを意味する概念で、
一人ひとりの満足度や充実、幸せなどを表すものです。

福岡市は、これからも、安全・安心で住みやすく、魅力あふれるまち、
多くの人が「Well-being」を感じられるまちを目指していきます。

～Well-being を大事にするまちへ～
ウェル ビーイング



95.4%
過去最高値

福岡市の住みやすさについて

※1　『　　』は２つ以上の選択肢を合計して表したもの。例：『好き』＝「好き」＋「どちらかといえば好き」
※2　『好き』は平成23年度から調査開始。『住みやすい』は平成14年度から、『住み続けたい』は平成17年度から現在と同様の設問で調査。

福岡市は住みやすいと思いますか？福岡市が好きですか？

『好き』※1と答えた人は

全体(N＝1,730)

好き

78.7%

どちらかといえば
好き

20.3%

どちらかといえば
嫌い

0.6%
無回答

0.3%

嫌い

0.1%

福岡市に
住み続けたいと思いますか？

都市環境『満足度』、『不満度』
（上位5位）

『住み続けたい』と答えた人は 満足＋どちらかといえば満足

全体(N＝1,730)
全体(N＝1,730)

住み続けたい

72.8%

どちらかといえば
住み続けたい

22.6%

どちらかといえば
移りたい

1.6%

移りたい

0.6%
わからない

2.0%
無回答

0.3%

98.2%『住みやすい』と答えた人は

全体(N＝1,730)

住みやすい

74.3%

どちらかといえば
住みやすい

23.9%

どちらかといえば
住みにくい

0.8%

住みにくい

0.2%
わからない

0.5%
無回答

0.3%

満足度

0 20 40 60 80 100
(%)

新鮮でおいしい
食べ物の豊富さ
買い物の便利さ

自然環境の豊かさ
医療機関の充実

自然災害の少なさ

不満＋どちらかといえば不満不満度

0 20 40 60 80 100
(%)

市民のマナー
犯罪の少なさ

レジャー・レクリエーション
施設の充実

物価の安さ

地域住民の連帯感の強さ

99.0%
過去最高値 ※2 過去最高値

90.3 

88.2 

84.8 

81.6 

80.0 

43.2 

40.1 

33.7 

27.5 

22.7 
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0 20 40 60 80 100
(%)

防災への意識について

地震
台風

感染症（新型コロナウイルス感染症、
鳥インフルエンザなど）

猛暑
火災

水害（洪水、浸水）
渇水

強風、竜巻
武力攻撃（着上陸侵攻、弾道ミサイル攻撃など）

落雷
鉄道、航空機、高速道路などでの重大事故

テロ
原発事故（放射能漏れ）

土砂災害（がけくずれ、土石流、地すべり）
津波、高潮

その他
特にない

82.1 

59.8 

47.4 

46.5 

46.0 

35.0 

33.6 

26.9 

22.1 

19.8 

15.2 

14.0 

13.6 

13.2 

13.2 

1.6 

1.6 

日頃、特に不安に思っている災害は何ですか？

無回答

0.9%

安全では
ないと思う

2.3%

現在住んでいる地域が、災害に対して安全だと思っていますか？

どちらかといえば
安全ではないと思う

12.5%

安全だと思う

21.8%

どちらかといえば
安全だと思う

62.5%
全体(N＝1,730)

全体(N＝1,730)

複数回答
(すべて)
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0 20 40 60 80 100
(%)

懐中電灯

水（飲料水、調理用など）

食料（レトルトご飯、パン、缶詰、栄養補助食品など）

衛生用品（マスク、ティッシュ、トイレットペーパーなど）

ラジオ

カセットコンロ

医薬品

非常用トイレ・携帯トイレ

発電機、蓄電器（バッテリー）

その他

85.2 

82.3 

78.5 

75.2 

54.4 

54.2 

42.9 

36.8 

20.7 

3.8 

ご家庭では、災害に備えてどのような物を備蓄していますか？

55.6%『3日以上』と答えた人は

全体(n＝758)

複数回答
(すべて)

備蓄は何日分していますか？
ご家庭では、災害に備えた

備蓄をしていますか？
（ローリングストック※3を含む）

備蓄をしている

43.8%

備蓄を
していない

55.3%

無回答

0.9% １日分

14.9%

3日分

37.3%
２日分

26.0%

４日分以上

18.3%

無回答

3.4%

全体(N＝1,730) 全体(n＝758)

※3　ローリングストックとは、普段の食品を少し多めに買い置きしておき、賞味期限を考えて古いものを消費し、消費した分を買い足す
ことで、常に一定量の食品が家庭で備蓄されている状態を保つための方法です。
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お問い合わせ先 市民局　地域防災課
TEL：092‐711‐4156 FAX:092‐733‐5861 E‐mail：chiikibousai.CAB@city.fukuoka.lg.jp

「マイ・タイムライン※4」を
知っていましたか？

お住まいは大雨や台風などの災害リスク
（土砂災害、洪水、高潮）がありますか？

全体(N＝1,730)

ある

25.8%

無回答

0.4%

全体(N＝1,730)

知らなかった

86.4%

知っており、
作成もしている

0.6% 知っていたが、
作成はしていない

12.5%

無回答

0.5%

※4　「マイ・タイムライン」とは、大雨や台風などの災害からあなたと家族を守るために、どのタイミングでどのような行動をとるべき
かを決めておくものです。福岡市では、わが家の防災行動計画として「マイ・タイムライン」の作成を推奨しています。

ない

47.7%

わからない

26.1%

【参考】福岡市のマイ・タイムライン作成シート
マイ・タイムラインの作成シート＝下図＝は、市ホームページからダウンロードできます。また、情報
プラザや地域防災課、各区役所情報コーナー、各区総務課、入部・西部出張所で配布しています。
マイ・タイムラインは、PC・スマートフォンからも簡単に作成できます。
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男女共同参画社会について
それぞれの分野で男女の地位は平等になっていると思いますか？

男性が育児休業・子の看護休暇を取得することをどう思いますか?

0 20 40 60 80 100
(%)

家庭生活

職場

学校教育の場

政治の場

法律や制度上

社会通念・慣習・しきたりなど

社会全体で見た場合

全体(N＝1,730)

男性の方が
優遇されている

どちらかといえば男性が
優遇されている 平等 どちらかといえば女性が

優遇されている
女性の方が
優遇されている わからない 無回答

男性も育児休業・子の看護
休暇を積極的に取るべき
である

男性も育児休業・子の看護休暇
を積極的に取ることは賛成だが、
現実的には取りづらいと思う

その他男性が育児休業・子の看護
休暇を取る必要はない わからない 無回答

14.2 34.3 33.4 9.7 2.6

3.6 2.2

19.0 32.9 25.4 12.9 4.7

3.9 1.1

3.6

12.0 46.9 29.8 4.7

2.1 0.9

46.5 31.1 7.2 11.2 2.8

0.8 0.4

17.5 26.9 27.5 18.7 4.14.4

0.9

32.3 39.7 11.5 10.9 2.9

2.3 0.4

24.7 47.5 12.4 8.7 2.8

3.2 0.7

0 20 40 60 80 100
(%)

令和５年度(N=1,730)

平成30年度(N=2,301)

36.0 51.0 2.4
3.2

5.4

26.0 56.8 4.4
1.6

9.3 1.9

2.0

男性が介護休業を取得することをどう思いますか？

男性も介護休業を
積極的に取るべき
である

男性も介護休業を積極的に取る
ことは賛成だが、現実的には取り
づらいと思う

その他男性が介護休業を
取る必要はない わからない 無回答

0 20 40 60 80 100
(%)

令和５年度(N=1,730)

平成30年度(N=2,301)

45.0 45.9 1.0

2.0
4.2

35.5 54.4 1.3
1.3

6.0 1.3

1.9
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0 20 40 60 80 100
(%)

男性が家事・子育てなどを担うことに対する
男性自身の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること

労働時間短縮や休暇制度を普及させることで、
仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

社会の中で、男性が家事・子育てなどを
担うことに対する評価を高めること

年長者や周りの人が、夫婦の役割分担などに
ついての当事者の考え方を尊重すること

男性の家事・子育てなどを積極的に担うことについて、
啓発や情報提供を行うこと

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について、
男性が相談しやすい窓口を設けること

男性が家事・子育てなどを担うことに対する
女性の抵抗感をなくすこと

研修や講習会などにより、男性の
家事・育児・介護の技能を高めること

男性が子育てや介護、地域活動を行うための、
仲間（ネットワーク）作りをすすめること

その他

特に必要なことはない

65.5 

65.3 

47.9 

45.7 

39.8 

27.3 

25.2 

22.6 

21.2 

18.3 

4.7 

2.1 

地域における活動に女性のリーダーが少ない理由は何だと思いますか？

今後、男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動などを
担っていくためには、どのようなことが必要だと思いますか？

全体(N＝1,730)

全体(N＝1,730)

複数回答
(すべて)

0 20 40 60 80 100
(%)

これまでの慣習で、リーダーには、
男性が就任してきたから

女性は家事や仕事で忙しいから

男性中心の組織運営になっているから
（役割や仕事分担、活動時間帯など）

女性は責任のある役を引き受けたがらないから

家族の理解や協力が得られないから

地域のさまざまな意見を調整し、組織をまとめていくことは、
女性には向いていないから（男性の方が適しているから）

女性がリーダーになることに
反発する雰囲気があるから

その他

わからない

36.2 

34.6 

27.3 

17.8 

9.9 

9.4 

7.3 

2.7 

10.3 

複数回答
(２つまで)現在福岡市では、地域における

諸団体などの長（自治協議会会
長、公民館長、PTA会長など）へ
の女性の就任状況は２割程度と
なっています。
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令和５年度 市政に関する意識調査

「福岡市の住みやすさ」「防災への意識」「男女共同参画社会」について調査しました　

～福岡市は市民100人のうち～

「福岡市のことが
好き」で

99人が
「福岡市は
住みやすい」

と感じ

98人が
「福岡市に

住み続けたい」
と願い

95人が
「自然災害の
少なさに満足」

しています

80人が

「Well-being」とは、身体的・精神的・社会的に良好な状態であることを意味する概念で、
一人ひとりの満足度や充実、幸せなどを表すものです。

福岡市は、これからも、安全・安心で住みやすく、魅力あふれるまち、
多くの人が「Well-being」を感じられるまちを目指していきます。

～Well-being を大事にするまちへ～
ウェル ビーイング

全体(N＝1,730)

お問い合わせ先

～令和５年度  市政に関する意識調査～

市民局　男女共同参画課
TEL：092‐406‐7510 FAX:092‐526‐3766 E‐mail：danjokyodo.CAB@city.fukuoka.lg.jp

《編集・発行／調査主体》　福岡市 市長室 広聴課
〒810-8620　福岡市中央区天神1-8-1

TEL:092-711-4067　FAX:092-733-5580　E-mail:kocho.MO@city.fukuoka.lg.jp　令和５年11月発行

　福岡市は、市政に関する市民の皆さんのご意見や評価を科学的・統計的に把握し、市政推進上の基礎資料と
するため、昭和51（1976）年度から「市政に関する意見調査」を実施しています。
　詳細については、福岡市ホームページに掲載します。

調査地域…………福岡市全域
調査対象者………福岡市内に居住する満18歳以上の市民
標本数……………4,500サンプル
抽出方法…………住民基本台帳による無作為抽出法
調査方法…………郵送法（回答は郵送又はインターネット）
調査期間…………令和５年６月21日～７月12日
回収数(率)………1,730サンプル（38.4％）

※回答は、回答者数を基数とした百分率(％)で表し、小数点以下第2位を
　四捨五入しています。このため、百分率の合計が100％にならないこと
　があります。

※複数選択ができる設問では、回答率が100％を超えることがあります。

※数表、図表、文中に示すN、nは、比率算出上の基数(標本数)です。
　N＝標本全数 n＝該当数(その質問を回答しなくてよい人を除いた数)

福岡市　意識調査
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男女が社会のあらゆる分野で平等になるために最も重要と思うことは何ですか？

女性を取り巻くさまざまな偏見、
固定的な社会通念、慣習・しきたりを
改めること

34.3%

女性自身が経済力をつけたり、
知識・技術を習得するなど、
積極的に力の向上を図ること

18.0%
法律や制度の上での見直しを行い、
女性差別につながるものを改めること

12.3%

女性の就業、社会参加を
支援する施設やサービスの

充実を図ること

8.6%

その他

2.5%

わからない

7.4%

無回答

6.7%

政府や企業などの重要な役職に
一定の割合で女性を登用する

制度を採用・充実すること

10.3%
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